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第750号（1）

内
訳
は
公
共
事
業
費
が
２０

年
度
当
初
予
算
比
２１
・
１
％

増
の
８
４
６
４
億
円
、
非
公

共
事
業
費
が
１９
・
５
％
増
の

１
兆
９
２
７
０
億
円
。

重
点
事
項
の
う
ち
農
業
関

係
は
、
①
生
産
基
盤
の
強
化

と
経
営
所
得
安
定
対
策
の
着

実
な
実
施
②
ス
マ
ー
ト
農
業

・
Ｄ
Ｘ
・
技
術
開
発
の
推
進
、

食
と
農
に
対
す
る
理
解
の
醸

成
③
５
兆
円
目
標
の
実
現
に

向
け
た
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
力
強
化
と
高
付
加
価

値
化
④
農
業
農
村
整
備
、
農

地
集
積
・
集
約
化
、
担
い
手

確
保
・
経
営
継
承
の
推
進
⑤

食
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼

確
保
⑥
農
山
漁
村
の
活
性
化

―
の
六
つ
。

畜
産
・
酪
農
の
生
産
基
盤

強
化
に
向
け
て
、
家
畜
の
改

良
・
増
頭
、
肉
用
牛
繁
殖
一

貫
経
営
の
育
成
、
省
力
化
の

た
め
の
先
端
技
術
の
導
入
な

ど
に
関
連
す
る
事
業
は
増
額

を
求
め
た
。
畜
産
・
酪
農
経

営
安
定
対
策
は
、
同
額
の
２

２
３
４
億
円
（
所
要
額
）

と
し
た
。
新
規
の
「
食
肉
生

産
流
通
多
角
化
支
援
事
業
」

に
２１
億
円
を
計
上
。
家
庭
食

需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
食
肉
処
理
施
設
で
の
薄

切
り
肉
な
ど
の
加
工
に
必
要

な
施
設
整
備
を
支
援
す
る
。

野
菜
、
果
樹
、
茶
、
花
き

等
の
品
目
ご
と
の
持
続
的
な

生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け

て
、
「
持
続
的
生
産
強
化
対

策
事
業
」
に
２１
億
円
増
の
２

１
５
億
円
を
計
上
。
野
菜
・

施
設
園
芸
支
援
対
策
と
し

て
、
加
工
・
業
務
用
野
菜
の

作
付
け
を
拡
大
す
る
。

水
田
フ
ル
活
用
の
推
進
の

た
め
、
麦
・
大
豆
、
飼
料
用

米
な
ど
へ
の
転
作
に
助
成
す

る
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
は
２０
年
度
と
同
額

の
３
０
５
０
億
円
を
求
め

た
。
ま
た
、
麦
・
大
豆
の
需

要
を
捉
え
る
た
め
、
新
規
の

「
麦
・
大
豆
増
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
６０
億
円
を
要
求
。

生
産
拡
大
と
安
定
供
給
を
推

進
す
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
総
合
推
進

対
策
事
業
に
は
、
４０
億
円
増

の
５５
億
円
を
計
上
。
先
端
技

術
の
現
場
へ
の
導
入
・
実
証

を
さ
ら
に
加
速
す
る
た
め
、

低
価
格
の
ス
マ
ー
ト
農
機
の

開
発
な
ど
を
支
援
す
る
。

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
力
強
化
の
た
め
の
５
事
業

は
、
総
額
で
１
４
５
億
円
増

の
２
１
７
億
円
を
計
上
。
こ

の
う
ち
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
産

地
づ
く
り
の
強
化
」
は
約
７

倍
の
３６
億
円
に
増
額
し
、
生

産
か
ら
輸
出
に
至
る
ま
で
一

貫
し
て
支
援
す
る
。

農
業
農
村
整
備
事
業
（
公

共
）
は
７
１
９
億
円
増
の
３

９
８
３
億
円
と
し
た
。
農
地

の
大
区
画
化
や
農
業
水
利
施

設
の
長
寿
命
化
、
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
対
策
の
強
化

な
ど
を
推
進
す
る
。

担
い
手
を
育
成
・
確
保
す

る
た
め
、
農
業
人
材
力
強
化

総
合
支
援
事
業
は
２７
億
円
増

の
２
４
０
億
円
を
計
上
。
家

族
経
営
を
は
じ
め
担
い
手
の

経
営
継
承
な
ど
を
支
援
す
る

「
経
営
発
展
・
経
営
継
承
の

推
進
」
は
５９
億
円
増
の
７０
億

円
を
要
求
し
た
。

農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た

め
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
に
４
億
円
増
の
４
９
１
億

円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
に
７
億
円
増
の
２

６
８
億
円
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
は
同
額

の
２５
億
円
を
計
上
し
た
。
農

山
漁
村
振
興
交
付
金
は
５
億

円
増
の
１
０
３
億
円
。
農
泊

や
農
福
連
携
な
ど
を
推
進
す

る
。鳥

獣
被
害
防
止
対
策
と
ジ

ビ
エ
（
野
生
鳥
獣
の
肉
）
利

活
用
の
推
進
は
、
６０
億
円
増

の
１
６
２
億
円
を
要
求
し

た
。
ま
た
、
家
畜
伝
染
病
の

発
生
予
防
対
策
な
ど
を
強
化

す
る
「
消
費
・
安
全
対
策
交

付
金
」
は
、
３
億
円
増
の
３３

億
円
と
し
た
。

農
水
省
は
９
月
３０
日
、２１
年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算
要
求
を
決
定
し
、財
務
省
に

提
出
し
た
。総
額
は
、２０
年
度
当
初
予
算
比
２０
％
増
の
２
兆
７
７
４
３
億
円
。
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、畜
産
・
酪
農

の
生
産
基
盤
強
化
や
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
。
こ
の
ほ
か
、

農
業
農
村
整
備
、
担
い
手
確
保
、
農
山
漁
村
活
性
化
関
連
の
予
算
は
増
額
を
求
め
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
９
月
２５
日
、

２０
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
見
通
し
を
公
表
し

た
。
７
月
ま
で
の
生
産
量
デ

ー
タ
や
乳
用
牛
飼
養
頭
数
な

ど
に
基
づ
く
、
２０
年
度
の
最

終
予
測
。
全
国
の
生
乳
生
産

量
は
、
前
年
度
比
１
・
１
％

増
の
７
４
４
万
１
千
㌧
と
予

測
し
た
。
前
回
見
通
し
（
７

月
末
）に
比
べ
、
０
・
２
㌽
、

１
万
６
千
㌧
の
上
ぶ
れ
を
見

込
ん
だ
。
２
年
連
続
の
増
産

と
な
る
見
通
し
。

生
乳
生
産
量
は
、北
海
道
、

都
府
県
と
も
に
上
方
修
正
と

な
っ
た
。
北
海
道
は
、
前
年

度
比
２
・
２
％
増
の
４
１
８

万
３
千
㌧
の
予
測
。
前
回
見

通
し
よ
り
０
・
３
㌽
、
１
万

２
千
㌧
上
方
修
正
し
た
。
乳

用
牛
の
飼
養
頭
数
が
増
加
し

て
い
る
。
特
に
生
乳
生
産
の

主
力
と
な
る
２
〜
４
歳
の
頭

数
の
伸
び
率
が
高
く
な
り
、

順
調
な
増
産
を
見
込
ん
だ
。

一
方
、
都
府
県
は
０
・
４

％
減
の
３
２
５
万
８
千
㌧
の

予
測
。
前
回
見
通
し
よ
り
０

・
１
㌽
、
３
千
㌧
上
方
修
正

し
た
。
２
〜
４
歳
の
頭
数
が

前
年
を
上
回
っ
て
推
移
す
る

見
通
し
。
た
だ
、
２
歳
未
満

の
頭
数
は
、
前
回
の
「
横
ば

い
で
推
移
」
か
ら
「
前
年
を

下
回
っ
て
推
移
」
す
る
見
通

し
と
な
り
、
今
後
の
生
乳
生

産
量
が
懸
念
さ
れ
る
。

牛
乳
等
生
産
量
は
、
牛
乳

類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、
成
分

調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）
が
前

年
度
比
０
・
６
％
減
の
４
６

７
万
９
千
㌔
㍑
、
は
っ
酵
乳

が
２
・
７
％
増
の
１
０
６
万

１
千
㌔
㍑
の
見
通
し
。
牛
乳

に
つ
い
て
は
、
１
・
４
％
増

の
３
２
０
万
４
千
㌔
㍑
を
見

込
ん
で
い
る
。

生
乳
生
産
量
か
ら
自
家
消

費
量
を
差
し
引
い
た
「
生
乳

供
給
量
」
は
、
１
・
１
％
増

の
７
３
９
万
６
千
㌧
の
見
込

み
。
用
途
別
処
理
量
の
見
通

し
は
、
飲
用
等
向
け
が
０
・

７
％
増
の
４
１
０
万
３
千

㌧
、
乳
製
品
向
け
が
１
・
６

％
増
の
３
２
９
万
３
千
㌧
。

乳
製
品
向
け
の
う
ち
、
脱
脂

粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
は
５

・
２
％
増
の
１
６
７
万
８
千

㌧
と
、
前
年
を
大
き
く
上
回

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

都
府
県
の
生
乳
需
給
は
、

飲
用
需
要
が
好
調
で
、
ひ
っ

迫
し
た
状
態
が
続
い
て
い

る
。
北
海
道
か
ら
の
移
入
必

要
量
（
道
外
移
出
量
）
は
８

・
２
％
増
の
５７
万
３
千
㌧
と
、

６
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回

る
見
通
し
。
１０
月
以
降
も
毎

月
、
前
年
を
上
回
っ
て
推
移

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
夏

季
を
中
心
に
需
給
ひ
っ
迫
が

常
態
化
し
て
お
り
、
北
海
道

の
生
乳
へ
の
依
存
が
年
々
強

ま
っ
て
い
る
。

（千トン、％）

安
倍
晋
三
総
理
の
辞
任
表

明
を
受
け
、
自
民
党
総
裁
選

が
９
月
１４
日
に
行
わ
れ
、
菅

義
偉
官
房
長
官
が
選
出
さ
れ

た
。
１６
日
に
は
第
９９
代
内
閣

総
理
大
臣
に
就
任
し
、
新
内

閣
を
発
足
。
農
林
水
産
大
臣

に
野
上
浩
太
郎
氏
（
５３
歳
、

自
民
、
参
院
・
富
山
、
当
選

３
回
）
を
起
用
し
た
。

野
上
氏
は
１６
年
８
月
か
ら

３
年
間
、
官
房
副
長
官
を
務

め
た
。
就
任
会
見
で
、
「
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
改
革
を

確
実
に
推
進
し
、
農
林
水
産

業
の
成
長
産
業
化
と
地
域
の

活
性
化
を
進
め
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
、
食
料
自
給
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
１８
日
の
閣
議
で
副

大
臣
等
が
決
定
。
農
林
水
産

副
大
臣
に
は
、
葉
梨
康
弘
氏

（
６０
歳
、
自
民
、
衆
院
・
茨

城
３
区
、
当
選
５
回
）
と
、

宮
内
秀
樹
氏（
５７
歳
、
自
民
、

衆
院
・
福
岡
４
区
、
当
選
３

回
）
が
就
任
し
た
。

農
水
省
は
９
月
２５
日
、
２０

年
度
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結

果
を
発
表
し
た
。バ
タ
ー
は
、

高
水
準
と
な
っ
て
い
る
在
庫

量
を
適
正
化
す
る
た
め
、
当

初
計
画
の
２
万
㌧
か
ら
１
万

４
千
㌧
に
引
き
下
げ
る
。
脱

脂
粉
乳
に
つ
い
て
は
、
前
回

（
５
月
）
の
検
証
で
見
直
し

た
数
量
（
７
５
０
㌧
）
に
据

え
置
く
。

バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の

輸
入
枠
数
量
は
、
国
家
貿
易

制
度
の
下
に
あ
る
。
農
水
省

が
毎
年
１
月
に
翌
年
度
分
を

示
し
、
５
月
と
９
月
に
検
証

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
牛
乳

・
乳
製
品
の
業
務
用
需
要
の

急
減
に
伴
い
、
生
乳
廃
棄
を

回
避
す
る
た
め
、
保
存
の
効

く
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の

生
産
量
が
増
え
た
。

バ
タ
ー
は
、
外
食
需
要
や

土
産
物
需
要
が
減
退
し
た
こ

と
か
ら
、
７
月
末
の
在
庫
は

前
年
同
月
比
４１
％
増
の
３
万

９
千
㌧
と
高
水
準
と
な
っ
て

い
る
。
外
出
自
粛
に
伴
う
家

庭
用
バ
タ
ー
の
小
売
店
で
の

欠
品
が
解
消
し
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
生
産
増
加
量
と
消
費

減
少
量
を
合
わ
せ
た
６
千
㌧

を
削
減
す
る
。

脱
脂
粉
乳
は
、
生
産
量
が

増
え
た
一
方
、
原
料
と
し
て

使
う
「
は
っ
酵
乳
」
の
消
費

が
健
康
意
識
の
高
ま
り
に
よ

り
好
調
で
、
７
月
末
の
在
庫

は
同
１９
％
増
の
８
万
５
千
㌧

と
な
っ
て
い
る
。
飼
料
用
な

ど
で
活
用
す
る
た
め
の
国
の

支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
、
２
万
４
千
㌧
程
度
が
消

化
さ
れ
る
見
通
し
。
輸
入
枠

数
量
は
、
前
回
、
当
初
計
画

の
４
千
㌧
か
ら
７
５
０
㌧
へ

と
大
幅
に
縮
小
し
た
こ
と
か

ら
、
据
え
置
く
こ
と
と
し

た
。

２０２０年度の地域別生乳生産量（見通し）

都府県
前年比
１００.３
９８.９
９９.６

１,６３７
１,６２１
３,２５８

北海道
前年比
１０２.２
１０２.３
１０２.２

２,１０１
２,０８２
４,１８３

全 国

前年比
１０１.４
１００.８
１０１.１

３,７３８
３,７０３
７,４４１

上期
下期
年度計

２０２１年度 農林水産予算概算要求
（億円）

対前年度比

１２０.０%
１２１.１%
１２１.７%
１００.０%
１１９.５%

２０２１年度
要求・要望額

２７,７３４
８,４６４
８,２６８
１９６

１９,２７０

２０２０年度
予算額
２３,１０９
６,９８９
６,７９３
１９６

１６,１２０

区分

農林水産予算総額
公共事業費
一般公共事業費
災害復旧等事業費
非公共事業費

概算要求の主な事業 （億円）

１４ （９）
２２３４（２２３４）
５３ （３０）
２１５ （１９４）
３０５０（３０５０）
６０ （―）
５５ （１５）

３６ （５）
３９８３（３２６４）
２４０ （２１３）
１０３ （９８）
１６２ （１０２）

※（ ）内は２０年度当初予算額

畜産生産体制の強化
畜産・酪農経営安定対策（所要額）
家畜・食肉の流通体制の強化
持続的生産強化対策事業
水田活用の直接支払交付金
「麦・大豆増産プロジェクト」の推進
スマート農業総合推進対策事業

グローバル産地づくりの強化
農業農村整備事業〈公共〉
農業人材力強化総合支援事業
農山漁村振興交付金
鳥獣被害防止対策とジビエ利活用の推進

菅
内
閣
が
発
足

概
算
要
求
２０
％
増
の
２
兆
７７３４
億
円

農
水
大
臣
に
は
野
上
氏

２１
年
度

農
水
予
算

畜
産
・
酪
農
生
産
基
盤
を
強
化

バター、６千㌧削減
脱脂粉乳は据え置き

２０年度輸入枠

生
乳
２
年
連
続
増
産
Ｊ
ミ
ル
ク

見
通
し

都
府
県
の
移
入
量
８
％
増

・「食料・農業 知っておきたい話」―９０―（２面）
・２１年度農林水産予算概算要求の重点事項

（３面）
・農業景況ＤＩ、コロナで大幅悪化 （４面）
・ハウス内、「温度ムラなく管理」が重要（５面）
・１１月末までサシバエ対策を （６面）
・子牛の寒さ対策 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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日
本
と
英
国
の
両
政
府
は

９
月
１１
日
、
日
英
包
括
的
経

済
連
携
協
定（
日
英
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

交
渉
で
大
筋
合
意
し
た
。
農

林
水
産
品
や
工
業
用
品
の
関

税
削
減
・
撤
廃
は
、
基
本
的

に
、
昨
年
２
月
に
発
効
し
た

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
と
の
Ｅ

Ｐ
Ａ
（
以
下
「
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ

Ｐ
Ａ
」
）
の
内
容
を
維
持
し

た
。英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
今
年

１
月
）
後
の
移
行
期
間
が
１２

月
末
で
終
了
す
る
。
日
英
Ｅ

Ｐ
Ａ
は
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

に
代
わ
る
新
た
な
貿
易
・
投

資
の
枠
組
み
を
規
定
す
る
も

の
で
、
６
月
に
交
渉
が
開
始

さ
れ
た
。
両
政
府
は
今
後
、

来
年
１
月
１
日
の
発
効
を
目

指
す
。

農
林
水
産
品
の
日
本
側
の

関
税
は
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
範
囲
内
で
合
意
し
た
。
日

Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
関
税
割
当

枠
を
設
定
し
た
２５
品
目
に
つ

い
て
、
新
た
な
英
国
枠
は
設

け
な
い
。
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

で
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸

入
制
限
）
が
設
定
さ
れ
て
い

る
品
目
は
、
同
じ
内
容
を
措

置
。
英
国
と
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸

入
量
の
合
計
が
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ

Ｐ
Ａ
の
発
動
基
準
数
量
に
達

し
た
場
合
は
、
英
国
に
対
し

て
も
発
動
さ
れ
る
。
そ
の
他

の
農
林
水
産
品
に
つ
い
て

も
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
同

じ
内
容
を
維
持
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

協
定
の
発
効
と
同
時
に
、

物
品
貿
易
の
低
関
税
な
ど
の

規
定
は
、
全
体
的
に
日
Ｅ
Ｕ

・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
関
税
率
・
撤
廃

期
間
に
追
い
つ
く
形
で
適
用

さ
れ
る
。
な
お
、
農
産
品
に

つ
い
て
は
、
協
定
発
効
５
年

後
の
再
協
議
規
定
を
設
け

る
。英

国
産
チ
ー
ズ
の
関
税
の

取
り
扱
い
が
交
渉
の
焦
点
だ

っ
た
。
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
や
ブ

ル
ー
チ
ー
ズ
な
ど
の
ソ
フ
ト

系
チ
ー
ズ
や
一
部
の
調
整
品

は
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
関

税
割
当
に
未
利
用
分
が
生
じ

た
場
合
に
限
り
、
そ
の
範
囲

内
で
事
後
的
に
、
日
Ｅ
Ｕ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
同
じ
低
関
税
を
適

用
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
。

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
、

ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ
は
低
関
税

の
輸
入
枠
を
設
け
、
枠
内
税

率
は
段
階
的
に
下
げ
、
１６
年

目
（
３３
年
度
）
に
撤
廃
。
チ

ェ
ダ
ー
や
ゴ
ー
ダ
な
ど
の
ハ

ー
ド
系
チ
ー
ズ
は
輸
入
枠
を

設
け
ず
、
関
税
を
段
階
的
に

下
げ
、
１６
年
目
に
撤
廃
す
る

と
し
た
。

一
方
、英
国
側
の
関
税
は
、

牛
肉
、
茶
、
水
産
物
な
ど
主

要
な
輸
出
関
心
品
目
に
つ
い

て
、
関
税
撤
廃
を
獲
得
し
た

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
内
容
を

維
持
す
る
こ
と
で
合
意
。
工

業
製
品
に
つ
い
て
も
、
日
Ｅ

Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
ほ
ぼ
同
じ
合

意
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
１
月
１
日
に
発
効
す
る

と
、
日
本
か
ら
の
乗
用
車
の

関
税
は
段
階
的
に
下
が
り
、

２６
年
に
撤
廃
と
な
る
。

コ
メ
需
給
の
危
機
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
コ
メ
需
要
の
減
少
が
コ

ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
増
幅
さ
れ
、政

府
が
生
産
調
整
か
ら
手
を
引
き
、

農
家
は
苦
労
し
て
生
産
量
の
調
整

を
続
け
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は

作
付
け
の
抑
制
が
効
か
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
影
響
が
一
気
に
顕
在

化
し
、
米
価
を
直
撃
し
て
い
る
。

生
産
サ
イ
ド
の

自
助
努
力
の
限
界

生
産
者
サ
イ
ド
は
、
ま
さ
に
、

自
助
努
力
で
何
と
か
し
よ
う
と
、

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
コ
メ
２０

万
㌧
隔
離
」
の
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
在
庫
に

し
て
問
題
を
先
送
り
す
る
だ
け

で
、
次
年
度
の
市
場
を
圧
迫
す
る

こ
と
に
な
る
。

す
で
に
、
概
算
金
は
３
０
０
円

〜
１
６
０
０
円
下
落
し
、
さ
ら
に

相
対
取
引
価
格
は
２
０
０
０
円
以

上
下
落
し
て
い
る
。
卸
業
者
も
２

０
１
９
年
産
古
米
が
ま
だ
ま
だ
在

庫
で
あ
り
、
買
い
た
く
て
も
買
え

な
い
状
況
に
あ
る
。

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
外

食
や
学
校
給
食
需
要
の
急
減
の
影

響
は
大
き
く
、
さ
ら
に
、
国
が
生

産
調
整
か
ら
手
を
引
い
た
後
の
自

主
的
生
産
調
整
の
限
界
も
露
呈
し

て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
数
年
、

不
作
で
表
面
化
し
な
か
っ
た
面
が

あ
る
が
、
農
家
が
頑
張
っ
て
も
、

全
体
と
し
て
は
作
付
け
が
抑
制
し

き
れ
な
い
ツ
ケ
が
在
庫
に
噴
出
し

て
き
て
い
る
。

地
域
の
崩
壊
が

加
速
す
る

し
か
も
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク

が
な
く
と
も
コ
メ
の
需
要
減
は
近

年
加
速
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
「
需
要
減
の
加
速
↓
米

価
下
落
↓
自
主
的
生
産
調
整
が
さ

ら
に
難
し
く
な
り
抜
け
駆
け
的
な

販
売
競
争
↓
さ
ら
に
米
価
下
が
る

↓
数
年
の
平
均
よ
り
下
が
っ
た
分

（
の
８１
％
）
だ
け
補
て
ん
す
る
収

入
保
険
で
は
支
え
き
れ
な
い
↓
稲

作
農
家
の
減
少
が
加
速
し
、
全
国

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
消
滅
し

て
い
く
↓
国
民
に
十
分
な
コ
メ
が

供
給
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
流

れ
が
加
速
す
る
。

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
、
一
極

集
中
で
な
い
地
域
生
活
の
大
切

さ
、
国
産
食
料
の
重
要
性
、
農
家

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
高
ま
っ
た

と
言
い
な
が
ら
、こ
の
ま
ま
で
は
、

さ
ら
に
農
家
が
減
り
、
地
域
が
原

野
に
戻
り
、
一
極
集
中
が
進
み
、

国
産
食
料
供
給
も
減
っ
て
い
く
、

と
い
う
求
め
ら
れ
る
方
向
性
と
完

全
に
逆
行
し
た
社
会
に
向
か
っ
て

し
ま
う
。

飼
料
米
を
含
む
出
口

対
策
を
ど
う
す
る
か

そ
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
、
①

少
な
く
と
も
、
収
入
保
険
の
基
準

収
入
を
固
定
す
る
、
②
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
復
活
、
③
家
族
労
働

費
を
含
む
最
低
限
の
基
準
米
価
水

準
と
市
場
価
格
と
の
全
額
を
補
て

ん
す
る
よ
う
な
米
国
型
の
不
足
払

い
の
仕
組
み
（
石
破
元
農
水
大
臣

が
提
案
し
て
い
た
）
を
導
入
し
、

農
家
が
安
心
し
て
見
通
し
を
も
っ

て
経
営
計
画
が
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て

い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
い
ま
、
ま
さ
に
顕

在
化
し
て
い
る
よ
う
に
、
需
要
が

創
出
で
き
な
い
と
コ
メ
が
行
き
場

を
失
う
。
飼
料
用
米
政
策
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
が
、
畳
み
か
け
る

貿
易
自
由
化
で
畜
産
の
打
撃
が
大

き
い
と
、
エ
サ
米
を
食
べ
る
家
畜

が
激
減
し
て
い
く
の
で
、
早
晩
、

政
策
が
回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

危
険
も
あ
る
。
畜
産
・
酪
農
の
将

来
展
望
が
し
っ
か
り
描
け
な
い
と

立
ち
行
か
な
い
。

日
本
だ
け
が
、
政
府
が
在
庫
を

持
つ
こ
と
で
需
要
を
調
整
し
て
米

価
を
維
持
す
る
仕
組
み
を
、
１
５

０
万
㌧
程
度
の
備
蓄
米
に
限
定
し

て
し
ま
っ
た
。
米
国
・
カ
ナ
ダ
・

欧
州
は
穀
物
や
乳
製
品
を
支
持
価

格
で
政
府
が
無
制
限
買
入
し
援
助

や
輸
出
に
回
す
仕
組
み
を
今
で
も

維
持
し
て
い
る
。
最
低
限
の
穀
物

価
格
や
乳
製
品
価
格（
生
乳
価
格
）

を
支
え
る
た
め
に
政
府
が
在
庫
を

引
き
受
け
る
政
策
を
や
め
て
し
ま

っ
た
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

特
に
米
国
は
、
政
府
在
庫
の
出

口
と
し
て
、
援
助
や
輸
出
信
用
も

活
用
し
て
い
る
。
多
い
年
に
は
、

輸
出
信
用
（
焦
げ
付
く
の
が
明
ら

か
な
相
手
国
に
米
国
政
府
が
保
証

人
に
な
っ
て
食
料
を
信
用
売
り

し
、
結
局
、
焦
げ
付
い
て
米
国
政

府
が
輸
出
代
金
を
負
担
す
る
仕
組

み
）
で
も
４
０
０
０
億
円
、
食
料

援
助
（
全
額
補
助
の
究
極
の
輸
出

補
助
金
）
で
１
２
０
０
億
円
も
支

出
し
て
い
る
。

こ
れ
と
、
同
じ
く
、
実
質
的
な

輸
出
補
助
金
に
あ
た
る
不
足
払
い

に
よ
る
輸
出
穀
物
の
差
額
補
て
ん

は
、
多
い
年
で
は
、
コ
メ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
の
３
品
目
だ
け

の
合
計
で
４
０
０
０
億
円
に
達
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
を
足

し
た
だ
け
で
も
、
多
い
年
に
は
、

約
１
兆
円
の
実
質
的
輸
出
補
助
金

を
使
っ
て
「
需
要
創
出
」
し
て
い

る
。
海
外
向
け
の
需
要
創
出
だ
け

で
、
こ
れ
だ
け
の
予
算
を
投
入
し

て
い
る
の
は
我
が
国（
ほ
ぼ
ゼ
ロ
）

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

い
ま
こ
そ
、
最
低
限
の
所
得
が

確
保
で
き
る
差
額
補
て
ん
と
政
府

に
よ
る
販
売
調
整
＝
出
口
対
策

を
、
諸
外
国
の
よ
う
に
復
活
・
充

実
し
な
い
か
ぎ
り
、
コ
ロ
ナ
・
シ

ョ
ッ
ク
で
地
域
が
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
い
な
が
ら
、現
実
に
は
、

農
村
の
疲
弊
は
加
速
的
に
進
み
か

ね
な
い
こ
と
を
直
視
す
べ
き
で
あ

る
。「

日
本
の
農
業
は
過
保
護
な
た

め
に
衰
退
し
た
、
欧
米
は
競
争
で

成
長
し
た
」と
言
う
人
が
多
い
が
、

逆
で
あ
る
。
命
を
守
り
、
環
境
を

守
り
、
地
域
を
守
り
、
国
土
・
国

境
を
守
っ
て
い
る
産
業
を
国
民
み

ん
な
で
支
え
る
の
は
欧
米
で
は
当

た
り
前
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
当

た
り
前
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
が
日
本
な
の
だ
。

生
産
者
サ
イ
ド
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
消
費
者
も
自
ら
の
主

食
を
支
え
る
消
費
行
動
を
強
化
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
い
ま
こ
そ
、

国
が
そ
の
果
た
す
責
任
を
明
確
に

し
、
緊
急
の
備
蓄
米
の
受
入
れ
増

加
が
ま
ず
必
要
だ
が
、
そ
れ
を
一

過
性
の
緊
急
措
置
に
し
て
し
ま
わ

ず
、
欧
米
の
よ
う
に
、
官
民
挙
げ

た
食
料
生
産
・
需
要
（
輸
出
や
援

助
を
含
む
）
振
興
の
国
家
戦
略
の

構
築
と
、
こ
う
い
う
と
き
に
は
こ

う
い
う
政
策
が
発
動
さ
れ
る
か
ら

と
農
家
が
予
見
で
き
、
安
心
し
て

努
力
で
き
る
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

政
策
構
築
の
機
会
と
す
べ
き
だ
と

思
う
。

第９０回

農
水
省
は
９
月
３０
日
、
２０

年
産
水
稲
の
作
付
面
積
及
び

作
柄
概
況（
９
月
１５
日
現
在
）

を
発
表
し
た
。

主
食
用
米
の
作
付
面
積
は

１
３
６
万
６
千
㌶
で
、
前
年

実
績
に
比
べ
１
万
３
千
㌶

（
０
・
９
％
）
減
少
す
る
見

込
み
。
だ
が
、
全
国
の
作
況

指
数
（
平
年
＝
１
０
０
）
が

１
０
１
の
「
平
年
並
み
」
と

な
っ
た
た
め
、
予
想
収
穫
量

は
７
３
４
万
６
千
㌧
と
、
前

年
産
に
比
べ
８
万
５
千
㌧
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
同
省

が
示
し
た
適
正
生
産
量
を
大

幅
に
上
回
り
、
需
給
が
緩
ん

で
米
価
が
下
落
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

７
月
の
低
温
や
日
照
不
足

な
ど
の
影
響
が
み
ら
れ
る
地

域
が
あ
る
一
方
、
主
産
地
の

北
海
道
、
東
北
及
び
北
陸
で

は
全
モ
ミ
数
が
確
保
さ
れ
、

登
熟（
モ
ミ
の
肥
大
、
充
実
）

も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

見
込
ん
だ
。
都
道
府
県
別
の

作
況
指
数
は
、
北
海
道
と
秋

田
が
１
０
５
の
「
や
や
良
」

で
最
も
高
い
。
全
国
の
１０
㌃

当
た
り
予
想
収
量
は
、
前
年

産
に
比
べ
１１
㌔
増
の
５
３
９

㌔
と
な
っ
た
。

国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標

配
分
が
廃
止
さ
れ
て
３
年

目
。
主
食
用
米
の
需
要
は
停

滞
し
て
い
る
。
農
水
省
は
、

２０
年
７
月
〜
２１
年
６
月
の
主

食
用
米
の
需
要
見
通
し
を
７

１
４
万
６
千
㌧
と
算
出
。
２０

年
産
の
適
正
生
産
量
は
、
前

年
よ
り
約
１０
万
㌧
少
な
い
７

０
９
万
〜
７
１
７
万
㌧
と
し

て
い
る
。
現
段
階
の
予
想
収

穫
量
は
適
正
生
産
量
を
２０
万

㌧
前
後
上
回
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
業
務
用
需
要
が
減
少
し
て

お
り
、
需
給
が
緩
む
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

農
水
省
は
９
月
３０
日
、
２１

年
度
組
織
・
定
員
要
求
を
発

表
し
た
。
大
規
模
な
組
織
再

編
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

政
府
は
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
額
を
３０
年
ま
で
に

５
兆
円
へ
と
増
や
す
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
目
標
達
成
に

向
け
、
農
水
省
内
の
輸
出
関

連
施
策
を
中
心
に
直
接
実
行

し
、
省
横
断
的
に
強
力
に
指

揮
・
指
導
す
る
「
輸
出
・
国

際
局
（
仮
称
）
」
を
設
置
す

る
。生

産
局
と
政
策
統
括
官
を

再
編
し
、「
農
産
局（
仮
称
）」

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
畜

産
部
は
「
畜
産
局
（
仮
称
）
」

と
す
る
。
農
産
局
は
、
耕
種

部
門
の
高
収
益
化
を
強
力
に

進
め
る
た
め
、
米
・
麦
・
大

豆
等
と
園
芸
作
物
を
一
体
で

担
当
す
る
。
畜
産
局
は
、
今

後
の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
の

主
翼
を
担
う
畜
産
分
野
に
つ

い
て
、
新
た
な
市
場
環
境
に

適
応
し
た
生
産
基
盤
の
強
化

な
ど
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
や
家
畜
伝
染
病
な
ど
の
発

生
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制

を
強
化
す
る
。

日
英
、経
済
連
携
協
定
で
大
筋
合
意

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

農
産
品
関
税
削
減
は
日
Ｅ
Ｕ
並
み

農水省２１年度組織改正要求

輸出拡大、生産
基盤強化に向け

２０
年
産
米
の
作
況
１０１「
平
年
並
み
」

予
想
収
穫
量
、適
正
生
産
を
２０
万
㌧
超
過
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２１
年
度
農
林
水
産
関
係
予

算
概
算
要
求
の
重
点
事
項
の

う
ち
、
「
１
生
産
基
盤
の

強
化
と
経
営
所
得
安
定
対
策

の
着
実
な
実
施
」
に
関
す
る

主
な
事
業
・
要
求
額
は
次
の

と
お
り
。
要
求
額
の
（

）

内
は
２０
年
度
当
初
予
算
額
。

⑴
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基

盤
の
強
化

①
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

▽
畜
産
生
産
力
・
生
産
体

制
強
化
対
策
事
業

１２
億
円

（
９
億
円
）

家
畜
の
増
頭
を
支
え
る
改

良
・
増
殖
、
繁
殖
肥
育
一
貫

経
営
の
育
成
に
よ
る
繁
殖
基

盤
の
強
化
、
和
牛
の
信
頼
確

保
の
た
め
の
遺
伝
子
型
の
検

査
、
国
産
飼
料
の
増
産
・
安

定
確
保
に
向
け
た
指
導
・
研

修
、
種
子
の
備
蓄
等
を
支
援

▽
公
共
牧
場
機
能
強
化
等

体
制
整
備
事
業
（
新
規
）

２
億
円

公
共
牧
場
等
の
施
設
・
機

械
の
整
備
等
を
支
援

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
畜
産
経
営

体
の
生
産
性
の
向
上

２
１

５
億
円
の
内
数
（
１
９
４
億

円
の
内
数
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
の

労
働
負
担
の
軽
減
・
省
力
化

に
資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
等
の
先
端
技
術
の
導
入

等
を
支
援

③
畜
産
環
境
対
策
の
推
進

持
続
的
生
産
強
化
対
策
事

業
２
１
５
億
円
の
内
数
等

（
１
９
４
億
円
の
内
数
等
）

資
源
循
環
の
促
進
等
の
酪

農
家
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽

減
の
取
り
組
み
、
家
畜
排
せ

つ
物
処
理
施
設
の
機
能
の
強

化
を
支
援

④
草
地
関
連
基
盤
整
備

３
９
８
３
億
円
の
内
数

（
３
２
６
４
億
円
の
内
数
）

畜
産
経
営
規
模
の
拡
大
や

畜
産
主
産
地
の
形
成
に
資
す

る
飼
料
生
産
の
基
盤
整
備
等

を
推
進

⑤
家
畜
・
食
肉
の
流
通
体

制
の
強
化

▽
家
畜
市
場
密
集
防
止
対

策
支
援
事
業
（
新
規
）

２

億
円家

畜
市
場
で
の
密
集
状
態

の
防
止
に
資
す
る
機
器
の
導

入
等
を
支
援

▽
食
肉
生
産
流
通
多
角
化

支
援
事
業
（
新
規
）

２１
億

円
家
庭
食
需
要
の
増
加
と
い

っ
た
国
内
外
の
需
要
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
産
地
の

食
肉
処
理
施
設
で
の
薄
切
り

肉
等
の
精
肉
加
工
に
必
要
な

施
設
の
整
備
等
を
支
援

▽
食
肉
流
通
再
編
・
輸
出

促
進
事
業

３０
億
円
（
３０
億

円
）畜

産
農
家
・
食
肉
処
理
施

設
・
食
肉
流
通
事
業
者
の
３

者
で
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
共
同
事
業
体
）
に
基
づ

き
、
国
産
食
肉
の
生
産
・
流

通
体
制
の
再
編
・
強
化
に
必

要
な
施
設
の
整
備
等
を
支
援

⑥
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

（
所
要
額
）
２
２
３

４
億
円
（
２
２
３
４
億
円
）

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交

付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、
肉

豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚
マ

ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
等
に
よ
り
、
畜

産
・
酪
農
経
営
の
安
定
を
支

援
⑵
農
業
の
持
続
性
の
確
保

に
向
け
た
生
産
基
盤
の
強
化

①
持
続
的
生
産
強
化
対
策

事
業

２
１
５
億
円
（
１
９

４
億
円
）

ア

野
菜
・
施
設
園
芸
支

援
対
策

水
稲
か
ら
の
作
付
け
転
換

に
よ
る
新
た
な
園
芸
産
地
の

育
成
、
既
存
の
産
地
で
は
需

要
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
端

境
期
を
埋
め
る
た
め
の
加
工

・
業
務
用
野
菜
の
作
付
け
の

拡
大
、
施
設
園
芸
の
生
産
性

向
上
と
規
模
拡
大
を
加
速
化

す
る
取
り
組
み
等
を
支
援

イ

果
樹
支
援
対
策

労
働
生
産
性
の
向
上
が
見

込
ま
れ
る
省
力
樹
形
や
優
良

品
目
・
品
種
へ
の
改
植
・
新

植
、
こ
れ
ら
に
伴
う
未
収
益

期
間
へ
の
支
援

労
働
生
産
性
の
抜
本
的
な

向
上
を
導
く
産
地
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た

面
積
で
の
省
力
樹
形
・
機
械

作
業
体
系
の
導
入
等
に
必
要

な
取
り
組
み
を
支
援

②
水
田
フ
ル
活
用
の
推
進

ア

水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金

３
０
５
０
億
円

（
３
０
５
０
億
円
）

水
田
を
フ
ル
活
用
し
て
需

要
に
応
じ
た
生
産
を
図
る
た

め
、
麦
、
大
豆
、
米
粉
用
米
、

飼
料
用
米
等
の
戦
略
作
物
の

本
作
化
と
と
も
に
、
産
地
交

付
金
に
よ
る
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
魅
力
的
な
産
地
づ

く
り
を
支
援

イ

「
麦
・
大
豆
増
産
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
（
麦

・
大
豆
等
水
田
農
業
の
生
産

体
制
強
化
・
安
定
供
給
推
進

事
業
６０
億
円
等
）

国
産
の
麦
・
大
豆
の
需
要

を
捉
え
た
生
産
拡
大
と
安
定

供
給
の
実
現
に
向
け
、
関
係

者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
作

付
け
の
団
地
化
、
新
品
種
・

営
農
技
術
の
新
た
な
導
入
、

排
水
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化

等
の
取
り
組
み
を
支
援

③
強
い
農
業
・
担
い
手
づ

く
り
総
合
支
援
交
付
金

２

４
５
億
円
（
２
０
０
意
円
）

産
地
の
収
益
力
の
強
化
と

担
い
手
の
経
営
発
展
の
た

め
、
産
地
・
担
い
手
の
発
展

の
状
況
に
応
じ
た
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
、
農
畜
産

物
の
生
産
・
供
給
の
基
幹
と

な
る
施
設
の
整
備
を
支
援

加
工
・
業
務
用
農
畜
産
物

の
輸
入
か
ら
国
産
へ
の
切
替

え
等
の
新
た
な
需
要
に
対
応

す
る
た
め
の
施
設
の
整
備
を

重
点
的
に
支
援

⑶
経
営
安
定
対
策
の
着
実

な
実
施

①
収
入
保
険
制
度
の
実
施

１
８
８
億
円
（
２
１
１
億

円
）収

入
保
険
制
度
の
加
入
者

に
対
し
、
保
険
期
間
の
収
入

が
基
準
収
入
の
９
割
を
下
回

っ
た
場
合
に
、
そ
の
差
額
の

９
割
ま
で
を
補
て
ん

②
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金

（
所
要
額
）
１
９
８

６
億
円
（
２
１
６
３
億
円
）

麦
、
大
豆
、
テ
ン
サ
イ
、

で
ん
粉
原
料
用
バ
レ
イ
シ
ョ

等
の
畑
作
物
を
生
産
す
る
認

定
農
業
者
等
の
担
い
手
に
対

し
、
経
営
安
定
の
た
め
の
交

付
金
を
交
付

③
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
交
付
金

（
所
要
額
）
７

１
４
億
円
（
６
４
５
億
円
）

米
、
麦
、
大
豆
等
を
生
産

す
る
認
定
農
業
者
等
の
担
い

手
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
収
入

が
標
準
的
収
入
額
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
そ
の
差
額
の
９

割
分
を
補
て
ん

④
野
菜
価
格
安
定
対
策
事

業

（
所
要
額
）
１
５
６
億

円
（
１
５
５
億
円
）

野
菜
価
格
安
定
対
策
の
加

入
者
に
対
し
、
野
菜
価
格
が

平
均
価
格
の
９
割
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
そ
の
差
額
の
９

割
分
を
生
産
者
補
給
金
と
し

て
交
付
等

農
水
省
は
９
月
３０
日
、
２１

年
度
税
制
改
正
要
望
を
発
表

し
た
。
農
業
経
営
の
安
定
化

・
農
業
構
造
改
革
の
推
進
に

関
す
る
主
要
事
項
は
次
の
と

お
り
。

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
準

備
金
制
度
（
交
付
金
を
準
備

金
と
し
て
積
み
立
て
た
場
合

及
び
同
準
備
金
・
交
付
金
を

活
用
し
て
農
用
地
等
を
取
得

し
た
場
合
の
経
費
算
入
）
の

２
年
延
長
（
所
得
税
・
法
人

税
）

②
農
業
競
争
力
強
化
支
援

法
に
基
づ
く
事
業
再
編
計
画

の
認
定
を
受
け
た
場
合
の
事

業
再
編
促
進
機
械
等
の
割
増

償
却
（
機
械
・
装
置
４０
％
、

建
物
等
４５
％
）
の
２
年
延
長

（
所
得
税
・
法
人
税
）

③
軽
油
引
取
税
の
課
税
免

除
の
特
例
措
置
の
３
年
延
長

（
軽
油
引
取
税
）

④
利
用
権
設
定
等
促
進
事

業
に
よ
り
農
用
地
等
を
取
得

し
た
場
合
の
所
有
権
の
移
転

登
記
の
税
率
の
軽
減
措
置

（
２
％
↓
１
％
）
の
２
年
延

長
（
登
録
免
許
税
）

⑤
２１
年
度
以
降
の
農
地
の

負
担
調
整
措
置
の
存
続
（
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）

山
梨
県
の
北
西
部
、
長
野

県
境
の
北
杜
市
小
淵
沢
町
は

交
通
の
要
衝
で
、
Ｊ
Ｒ
中
央

本
線
と
小
海
線
の
分
岐
点
と

な
る
駅
や
、
中
央
自
動
車
道

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ

る
。高
原
の
観
光
地
と
し
て
、

多
方
面
か
ら
観
光
客
が
訪
れ

る
。
同
町
北
部
の
大
東
豊

（
だ
い
と
う
ほ
う
）
区
（
旧

・
北
巨
摩
郡
小
淵
沢
村
）
は

戦
後
開
拓
地
で
、
大
富
、
東

和
、
豊
畑
の
３
地
区
か
ら
成

る
。

同
県
で
は
、
八
ヶ
岳
・
富

士
山
山
麓
な
ど
が
開
拓
地
に

指
定
さ
れ
た
。
小
淵
沢
開
拓

地
は
八
ヶ
岳
の
中
腹
に
位
置

し
、標
高
約
１
千
㍍
と
高
い
。

終
戦
直
後
の
１
９
４
５
（
昭

和
２０
）
年
９
月
か
ら
、
戦
災

者
、
復
員
軍
人
・
引
揚
者
ら

約
９０
戸
２
７
０
人
と
い
う
大

所
帯
が
入
植
し
た
。
広
い
山

麓
の
う
ち
、
２
７
１
町
歩
が

配
分
さ
れ
た
。

仮
設
の
小
屋
で
の
生
活
が

始
ま
っ
た
。
農
業
の
経
験
者

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
入
植

者
は
長
時
間
の
労
働
を
強
い

ら
れ
た
。
冬
は
北
風
で
寒
さ

が
厳
し
く
、
開
墾
作
業
が
で

き
ず
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。

ラ
イ
麦
、
雑
穀
、
豆
類
な

ど
の
作
付
け
を
行
っ
た
。
開

拓
初
期
は
、
自
分
た
ち
が
食

べ
る
の
に
精
一
杯
で
、
販
売

し
て
現
金
収
入
を
得
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

４８
年
、
四
つ
あ
っ
た
帰
農

組
合
が
合
併
し
て
、
小
淵
沢

開
拓
農
協
を
設
立
。
５０
年
に

電
気
が
導
入
さ
れ
た
が
、
全

戸
に
は
配
電
が
行
き
渡
ら
な

か
っ
た
。
飲
料
水
が
乏
し
い

地
域
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
離
農
者
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、残
っ
た
人
た
ち
は
、

新
し
い
農
村
の
建
設
に
情
熱

を
燃
や
し
て
努
力
し
た
。

５３
年
、
八
ヶ
岳
山
麓
が
集

約
酪
農
地
域
と
し
て
国
の
指

定
を
受
け
、
多
く
の
開
拓
農

家
が
乳
牛
を
飼
育
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。同
開
拓
農
協
は
、

穀
物
栽
培
か
ら
、
酪
農
と
高

冷
地
野
菜
栽
培
へ
の
転
換
を

推
進
し
た
。

６４
年
に
３
部
落
が
ま
と
ま

り
、大
東
豊
区
が
発
足
し
た
。

翌
年
、
水
道
の
整
備
で
断
水

の
心
配
が
解
消
さ
れ
、
生
活

は
安
定
に
向
か
っ
た
。

大
東
豊
公
民
館
の
敷
地
内

に
、
開
拓
記
念
碑
が
あ
る
。

７９
年
１０
月
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
碑
銘
は
「
開
拓
之

碑
」
。
裏
面
に
は
、
各
帰
農

組
合
の
入
植
日
、入
植
者
数
、

氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

農
水
省
と
（
公
財
）
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
は
１０
月
７

日
、
２０
年
度
（
第
５９
回
）
農

林
水
産
祭
の
天
皇
杯
な
ど
の

受
賞
者
を
発
表
し
た
。
開
拓

組
織
か
ら
、
静
岡
県
富
士
宮

市
・
西
富
士
開
拓
地
の
佐
々

木
剛
・
千
尋
さ
ん
夫
妻
が
畜

産
部
門
の
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
。

過
去
１
年
間
（
１９
年
７
月

〜
２０
年
６
月
）
の
農
林
水
産

祭
参
加
表
彰
行
事
で
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
４
６

５
点
の
中
か
ら
、
各
賞
が
決

定
し
た
。
農
産
、
園
芸
、
畜

産
な
ど
７
部
門
で
、天
皇
杯
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
及
び
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

佐
々
木
夫
妻
は
、
昨
年
９

月
に
開
催
さ
れ
た
第
３７
回
全

農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で

最
優
秀
賞
・
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
。
ス
ト
レ
ス
の
か

か
ら
な
い
飼
育
に
努
め
、
小

面
積
牧
区
に
時
間
を
制
限
し

た
放
牧
管
理
「
都
府
県
型
放

牧
酪
農
」
を
実
践
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。１０

月
下
旬
か
ら
１１
月
末
に

か
け
て
予
定
さ
れ
て
い
る
、

開
拓
組
織
及
び
関
係
団
体
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

１０
月

２８
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
役
員
候
補
者

推
薦
会
議
・
理
事
会
・

監
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

３０
日

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会
（
東
京
食
肉
市

場
）

１１
月

５
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
熊
本
会
場
）

６
日

全
開
連
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
東
京
食
肉
市
場
）

２０
日

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

第
３１
期
定
時
株
主
総
会

（
熊
本
）

２６
日

全
開
連
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

２７
日

全
開
連
第
７２
回
通
常

総
会
・
理
事
会
・
監
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

臨
時
総
会

２１
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
重
点
事
項（
生
産
基
盤
強
化
・
経

営
所
得
安
定
対
策

）

２１
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
重
点
事
項（
生
産
基
盤
強
化
・
経

営
所
得
安
定
対
策

）

山梨県小淵沢町大東豊区

「開拓之碑」

佐々木夫妻（静
岡）

内閣総理大臣賞
農林水産祭・畜産部門

２１
年
度
農
水
省
税
制
改
正
要
望

２１
年
度
農
水
省
税
制
改
正
要
望
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㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

こ
の
ほ
ど
、
「
農
業
景
況
Ｄ

Ｉ
（
２０
年
７
月
調
査
）
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
対

象
は
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
ま
た

は
農
業
改
良
資
金
の
融
資
先

の
う
ち
、
５
４
６
４
先
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
影
響
で
、
養

豚
以
外
の
全
て
の
品
目
で
数

値
は
大
幅
に
悪
化
し
て
お

り
、
特
に
肉
用
牛
・
茶
で
は

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ

た
。
通
年
の
見
通
し
は
更
に

悪
化
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

農
業
全
体
の
２０
年
上
半
期

の
景
況
Ｄ
Ｉ
（
前
年
実
績
と

比
べ
て
「
良
く
な
っ
た
」
の

構
成
比
か
ら「
悪
く
な
っ
た
」

の
構
成
比
を
差
し
引
い
た
も

の
）
は
、
１９
年
実
績
（
６
・

０
）
か
ら
３１
・
９
㌽
と
大
幅

に
低
下
し
、
▲
２５
・
９
と
な

っ
た
。
通
年
は
▲
４２
・
０
で
、

上
半
期
実
績
か
ら
さ
ら
に
１６

・
１
㌽
の
低
下
を
見
通
し
て

い
る
。

業
種
別
に
み
る
と
、
養
豚

は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
（
▲
４

・
１
↓
２７
・
３
）
。
一
方
、

き
の
こ
（
▲
２３
・
２
↓
▲
２１

・
１
）
、
採
卵
鶏
（
▲
３８
・

９
↓
▲
３７
・
７
）
以
外
の
全

て
の
品
目
で
大
き
く
低
下
し

て
い
る
。
特
に
肉
用
牛
（
▲

０
・
２
↓
▲
７８
・
１
）
と
茶

（
▲
５３
・
１
↓
▲
８４
・
４
）、

施
設
花
き
（
▲
２０
・
２
↓
▲

６４
・
２
）
で
、
大
き
な
マ
イ

ナ
ス
値
と
な
っ
た
。

農
業
全
体
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
売
り

上
げ
高
へ
の
影
響
」は
、「
甚

大
な
影
響
」
〜
「
マ
イ
ナ
ス

影
響
あ
り
」
ま
で
合
わ
せ
た

「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
」

が
４９
・
５
％
に
上
っ
た
。
業

種
別
に
み
る
と
、
肉
用
牛
が

９５
・
６
％
、
茶
が
９１
・
０
％
、

施
設
花
き
が
８３
・
２
％
の
順

で
高
い
。
「
甚
大
」
〜
「
非

常
に
大
き
い
」
を
合
わ
せ
た

「
非
常
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
あ
る
」
は
、
肉
用

牛
・
茶
で
５
割
、
施
設
花
き

で
は
４
割
を
超
え
て
お
り
、

３
業
種
の
痛
手
の
大
き
さ
が

う
か
が
え
る
。

「
具
体
的
な
影
響
の
内
容

（
複
数
選
択
）
」
で
は
、
「
単

価
・
相
場
の
下
落
」
が
６８
・

４
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で

「
既
往
販
路
・
出
荷
ル
ー
ト

の
縮
小
や
停
止
」
が
３２
・
９

％
、
「
消
費
者
へ
の
直
接
販

売（
直
営
所
な
ど
）の
縮
小
・

休
業
」が
２４
・
２
％
だ
っ
た
。

業
種
別
で
は
、耕
種
は「
単

価
・
相
場
の
下
落
」
が
茶
で

９３
・
４
％
、
露
地
野
菜
で
７１

・
４
％
、
畑
作
で
６４
・
２
％

と
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も
高
い
。

果
樹
は
「
消
費
者
へ
の
直
接

販
売
の
縮
小
・
休
止
」
が
４７

・
１
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

畜
産
で
は
、
「
単
価
・
相

場
の
下
落
」
が
肉
用
牛
で
９７

・
６
％
、
酪
農
（
都
府
県
）

で
８４
・
３
％
、
酪
農
（
北
海

道
）
で
８１
・
３
％
と
、
最
も

高
い
。
養
豚
は
「
既
往
販
路

・
出
荷
ル
ー
ト
の
縮
小
や
停

止
」
が
４６
・
２
％
だ
っ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
下
の
課
題
」

で
は
、
「
コ
ロ
ナ
支
援
関
連

（
政
策
・
補
助
金
）
の
情
報

収
集
」
が
４６
・
０
％
、
「
販

路
（
取
り
引
き
高
）
の
回
復
」

が
３３
・
６
％
、
「
設
備
投
資

（
設
備
合
理
化
等
）
」
が
３２

・
０
％
の
順
だ
っ
た
。

業
種
別
で
は
、
「
コ
ロ
ナ

支
援
関
連
の
情
報
」
が
茶
で

６６
・
４
％
、
畑
作
で
６１
・
０

％
、
露
地
野
菜
で
５５
・
３
％

と
、
最
も
高
か
っ
た
。
畜
産

で
は
、
「
コ
ロ
ナ
支
援
関
連

の
情
報
収
集
」
が
肉
用
牛
で

５８
・
８
％
、
酪
農（
都
府
県
）

で
４１
・
６
％
と
最
も
高
い
。

酪
農
（
北
海
道
）
は
「
資
材

・
原
料
の
仕
入
れ
安
定
化
」

が
４１
・
４
％
、
養
豚
は
「
生

産
体
制
や
労
務
管
理
の
見
直

し
（
衛
生
対
策
等
）
」
が
４６

・
３
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

青
森
県
の
津
軽
地
域
の
戦

後
開
拓
地
に
、「
竹
田
地
区
」

が
あ
る
。
旧
中
里
町
と
旧
小

泊
村
が
合
併
し
て
で
き
た
現

在
の
北
津
軽
郡
中
泊
町
に
位

置
し
、
今
年
６
月
、
青
森
テ

レ
ビ
の
番
組
「
ふ
る
さ
と
歴

史
館
『
津
軽
の
稲
作
と
戦
後

開
拓
』
」
で
紹
介
さ
れ
た
。

中
泊
町
博
物
館
で
も
開
拓
当

時
の
農
具
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。番

組
で
は
竹
田
地
区
の
開

拓
当
時
の
苦
労
を
振
り
帰

り
、
現
在
も
営
農
を
続
け
る

よ
ね
づ
か
ひ
さ

お

あ
き

え

米
塚
久
雄
・
昭
枝
さ
ん
夫
妻

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
当
時
使

用
さ
れ
て
い
た
開
拓
地
の
住

居
を
紹
介
し
た（
写
真
㊤
）。

久
雄
さ
ん
は
近
隣
の
他
集

落
か
ら
入
植
し
た
。
「
入
植

し
た
の
は
二
男
・
三
男
だ
っ

た
。
相
続
す
る
土
地
が
無
い

か
ら
こ
っ
ち
へ
来
た
」
と
語

っ
た
。
開
拓
を
始
め
る
た
め

に
行
っ
た
水
路
整
備
の
道
具

な
ど
を
、
今
で
も
大
切
に
保

存
し
て
い
る
。
「
作
業
は
非

常
に
疲
れ
る
。
昔
は
飯
ご
う

（
約
４
合
）
で
ご
飯
を
食
べ

た
」と
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

昭
枝
さ
ん
も
、
「
当
時
は

大
変
だ
っ
た
。
午
前
２
〜
３

時
に
は
起
き
て
朝
６
時
に
は

田
ん
ぼ
に
入
っ
た
。
眠
た
い

の
で
途
中
で
転
び
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
何
度
も
あ
る
」

と
笑
い
な
が
ら
語
っ
た
。
７０

年
代
に
始
ま
っ
た
減
反
政
策

に
よ
り
、
借
金
で
首
が
回
ら

な
く
な
る
な
ど
し
て
、
当
初

の
５０
戸
の
う
ち
２０
戸
が
離
農

し
た
。
若
い
世
代
は
当
時
の

苦
労
を
見
て
い
る
た
め
、
出

稼
ぎ
に
出
れ
ば
戻
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。

竹
田
地
区
は
開
拓
当
初
か

ら
作
物
が
稲
作
と
決
め
ら
れ

て
い
た
地
区
で
、
青
森
で
は

数
少
な
い
干
拓
が
必
要
な
開

拓
地
だ
っ
た
。
岩
木
川
流
域

の
右
岸
地
区
に
水
田
作
の
た

め
に
用
・
排
水
路
を
整
備
し
、

入
植
者
を
中
心
に
配
分
し

た
。開

拓
当
初
の
土
地
は
泥
炭

で
や
せ
て
お
り
、
低
湿
原
地

こ
し
き
り

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
腰
切

た田
」
と
呼
ば
れ
る
腰
ま
で
水

に
浸
か
る
状
況
で
の
開
拓
を

避
け
ら
れ
ず
、
馬
や
機
械
が

全
く
役
に
立
た
な
い
た
め
、

人
力
で
の
作
業
で
全
て
を

進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

飲
用
水
に
も
困
り
、
冬
は

猛
烈
な
吹
雪
に
見
舞
わ
れ

る
極
寒
で
、
生
活
衛
生
上

に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

番
組
の
撮
影
に
協
力
し

た「
中
泊
博
物
館
」に
は
、

開
拓
当
時
に
使
用
さ
れ
て

い
た
田
下
駄
や
三
本
鍬

（
備
中
鍬
）
を
は
じ
め
と

す
る
農
具
や
パ
ネ
ル
、
写

真
な
ど
が
常
設
展
示
さ
れ

て
い
る
（
写
真
㊦
）
。
田

下
駄
の
使
用
体
験
も
で

き
、
開
拓
者
の
苦
労
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

（
写
真
㊤
は
青
森
テ
レ
ビ
、

㊦
は
中
泊
町
博
物
館
提

供
）

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た「
１９
年
農
作
物
作
付（
栽

培
）
延
べ
面
積
及
び
耕
地
利

用
率
」
に
よ
る
と
、
田
畑
計

の
作
付
延
べ
面
積
は
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

田
畑
計
の
作
付
延
べ
面
積

は
４
０
２
万
㌶
で
、
２
万
８

千
㌶（
０
・
７
％
）減
少
し
た
。

野
菜
や
果
樹
、
大
豆
（
乾
燥

子
実
）
な
ど
で
減
少
し
た
こ

と
に
よ
る
。
耕
地
利
用
率
は

９１
・
４
％（
０
・
２
㌽
減
）と

前
年
並
み
だ
っ
た
。

田
の
作
付
延
べ
面
積
は
、

２
２
２
万
㌶
で
、
前
年
か
ら

１
万
６
千
㌶
（
０
・
７
％
）

減
少
し
た
。
耕
地
利
用
率
は

９２
・
８
％
（
０
・
２
㌽
減
）

だ
っ
た
。

畑
の
作
付
延
べ
面
積
は
、

１
７
９
万
９
千
㌶
で
、
前
年

か
ら
１
万
３
千
㌶
（
０

・
７
％
）
減
少
し
た
。

麦
類
（
子
実
用
）
の
減

少
な
ど
が
影
響
し
た
。

耕
地
利
用
率
は
８９
・
８

％
（
０
・
２
㌽
減
）
と

な
っ
て
い
る
。

㈱
Ｑ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
は
こ
の
ほ

ど
、
「
免
疫
に
関
す
る
実
態

調
査
」の
結
果
を
公
表
し
た
。

全
国
の
１０
代
以
上
の
一
般
生

活
者
１
４
０
０
人
を
対
象
に

行
っ
た
も
の
。
免
疫
力
を
高

め
る
た
め
「
摂
っ
て
い
る
」

「
摂
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思

う
も
の
」
の
両
方
で
ヨ
ー
グ

ル
ト
が
最
も
高
か
っ
た
。
ま

た
、
食
品
ご
と
に
摂
取
し
て

い
る
時
間
帯
で
傾
向
の
違
い

が
み
ら
れ
た
。

「
免
疫
力
を
高
め
る
た
め

に
摂
っ
て
い
る
食
べ
物
（
複

数
回
答
）
」
は
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
が
５４
・
３
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
バ
ナ
ナ
２６
・
３
％
、

緑
茶
２３
・
５
％
だ
っ
た
。「
い

つ
摂
取
し
て
い
る
か
」
で
み

る
と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
朝
食

７１
・
６
％
、
夕
食
１４
・
２
％
、

間
食
（
夕
食
〜
就
寝
）
１０
・

４
％
の
順
で
高
い
（
図
）
。

緑
茶
は
夕
食
５９
・
０
％
、
昼

食
５５
・
０
％
、
朝
食
４３
・
５

％
の
順
。
ニ
ン
ジ
ン
は
夕
食

８３
・
７
％
、
昼
食
２９
・
２
％
、

朝
食
２０
・
８
％
の
順
だ
っ
た
。

お
お
む
ね
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
果

物
な
ど
の
甘
み
の
あ
る
も
の

を
朝
の
時
間
帯
、
野
菜
類
を

夜
の
時
間
帯
に
意
識
し
て
摂

っ
て
い
る
人
が
多
い
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
と
答
え

た
人
（
７
６
０
人
）
の
性
年

代
別
の
傾
向
を
み
る
と
、
男

性
は
朝
食
７２
・
５
％
、
夕
食

１４
・
４
％
、
間
食
（
夕
食
〜

就
寝
）
１２
・
８
％
、
女
性
は

朝
食
７０
・
９
％
、
夕
食
１４
・

１
％
、
間
食（
昼
食
〜
夕
食
）

９
・
１
％
の
順
だ
っ
た
。
年

代
別
で
は
、
朝
食
に
食
べ
て

い
る
人
が
７０
代
７８
・
４
％
、

２０
代
７７
・
３
％
、
３０
代
７３
・

０
％
の
順
で
高
く
、
全
年
代

で
６４
・
８
％
以
上
と
朝
食
が

抜
き
ん
出
て
高
か
っ
た
。

「
免
疫
力
を
高
め
る
た
め

に
手
軽
に
摂
っ
た
ほ
う
が
良

い
と
思
う
も
の
」
で
は
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
６２
・
４
％
、
バ
ナ

ナ
３１
・
２
％
、
緑
茶
３０
・
０

％
の
順
で
高
か
っ
た
。

「
夕
食
後
に
摂
取
し
て
効

果
が
あ
り
そ
う
だ
と
思
う
も

の
」で
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
３３
・
８

％
、
緑
茶
１７
・
１
％
、
ニ
ン

ニ
ク
１２
・
４
％
の
順
で
、
摂

る
時
間
帯
に
関
わ
ら
ず
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
の
免
疫
力
へ
の
注

目
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

免
疫
力
向
上
に「
ヨ
ー
グ
ル
ト
」ト
ッ
プ

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
、コ
ロ
ナ
で
大
幅
悪
化

日本公庫

「
摂
っ
た
ほ
う
が
良
い
」は
６
割
超

肉
用
牛
・
茶
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
値
が
顕
著

１９
年
田
畑
計
の
耕
地
利
用
率
前
年
並
み

大
豆
な
ど
影
響
し
作
付
面
積
１
％
減

開
拓
者
の
苦
労
を
伝
え
る

開
拓
者
の
苦
労
を
伝
え
る
青
森
・
竹
田
地
区

青
森
・
竹
田
地
区

地
元
テ
レ
ビ
番
組
・
博
物
館
で
紹
介

地
元
テ
レ
ビ
番
組
・
博
物
館
で
紹
介
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これから冬にかけて徐々に気温が低
下していく。定植後の野菜、果樹・茶
の幼木や苗木は、特に寒さに弱い。本
格的な冬を迎える前に、寒害対策の重
要な点を確認したい。
【野菜】
露地栽培では、発芽期または定植後
の幼苗期の場合、不織布など被覆資材
で地温上昇に努める。また、生育初期
に窒素質肥料の多施用を避け、適切な
生育管理に努める。
多くの冬春野菜は耐寒性をもってい
るが、結球中の葉菜類は寒さに弱い。
風雨で損傷した茎葉には薬剤による防
除、草勢の低下には液肥の葉面散布で
回復を図る。

ハウス栽培の果菜類は、開花期から
幼果期にかけて寒さに弱くなる。トマ
ト・キュウリなどは、概ね１０℃以下で
奇形果や低温障害を起こしやすくな
る。ハウス内の最低温度に注意し、必
要に応じて加温機の設定温度を調整す
る。また、凍害を受けると生育がスト
ップする「芯止まり」となりやすい。
そうしたものは、摘芯を行い側枝の発
生を促す。
ハウス内の温度ムラは凍害を助長す
るため、ダクト配置の工夫や循環扇を
活用し、均一な温度を保つ。トマトで
ミツバチやマルハナバチを導入してい
る場合は、活動が鈍らない温度・湿度
を維持する。

ハウスでの育苗時には、外気温が低
い時期に内部が多湿となり、病害発生
に好適な環境となる。低温障害を受け
ないよう留意しつつ、十分な換気を行
う。
【果樹】
カンキツ類などの常緑果樹は低温に
弱い。特に、苗木、幼木、改植後間も
ない若木は、不織布で樹体を保護する
などの防寒対策を施す。土壌の過乾燥
を防止するため、適宜かん水も実施す
る。
これから出荷時期を迎える中晩柑な
どは、異常低温が予想されていれば、
事前に収穫適期のものを収穫する。ま
た、被害を受けて果肉障害が発生した
果実の混入防止にも注意する。
防風垣や防風網を設置していれば、
すそ部分を巻き上げて、冷気の停滞を
防ぐ。冬に敷ワラ栽培を行う場合、地
表面の熱移動が妨げられるため、全面
被覆は避ける。

【茶】
予測できないような中晩秋の高温に

そ う ぐ う

遭遇すると、秋整枝後に遅れ芽の伸長
さ い ほ う が

や再萌芽が起きることが
ある。越冬体制が不十分
となり、冬の気象災害を
受けやすくなることに留
意する。
寒干害（青枯れ）対策
として、可能であればか
ん水を実施するととも
に、株元の両側３０～４０㎝
への敷草などで土壌乾燥
や地温低下を防ぐ。さら
に、防風ネットを風上側
に設置して、防風垣とす
る。ソルゴーなどの間作
も、簡易な防風垣として
利用できる。

被害を受けた場合、浅く整枝して被
害部を除くなど、摘採時に被害葉が混
入しないようにする。

今年は、各地でクマによる人身被害
や家畜被害が出ており、住宅地にも出
没している。
一般的にクマは、冬眠に入る前の１０
月から１１月にかけて、エサを求めて人
里まで行動圏が拡大するとされてい
る。収穫直前の農作物は狙われやすく、
生息域である山林と接する農地は特に
注意が必要。農水省は、農作業中にク
マ被害にあわないよう防止策の徹底を
呼びかけている。
農作業時の注意点
頻繁にクマが出没する地域では、な

るべく単独での農作業は控える。基本
的に臆病な性質であるため、人間がい
ると分かれば逃げていく。作業中には、
鈴、ホイッスル（笛）、ラジオなど音
の出るものを携帯し、自分の存在をア
ピールする。
常に、公的機関など信頼できる情報
源から近隣の出没情報をチェックする
ようにする。行動が活発になるのは、
早朝と夕方の時間帯。その時間帯に収
穫などの作業を行う場合、周囲に十分
気を付けること。
遭遇した場合は、ゆっくりと後ずさ

りしながら距離を取る。大声を出した
り走ったりせず、静かにその場を立ち
去る。
農地での被害予防
出没しにくい環境づくりが最も大

切。特に、森林・斜面林などに接する
農地は、出没ルートとなりやすい。周
囲の低木を刈り払い、見通しの良い環
境をつくる。潜める場所をなくして、
農地との緩衝地帯を設けることが有
効。水路も移動ルートとしてよく使わ

れるので、農地と接する場所は除草を
行う。
農作物以外にもクマを引き寄せる原
因となるものは多くある。放棄果樹、収
穫残さ、生ゴミ、ガソリンなどであり、
適切に処理または保管することが重
要。収納庫の施錠も徹底する。
農作物の被害が著しい場合は、電気
柵の設置が有効。実が熟してから収穫
までの間を防げればよいため、簡易型
でも十分な効果が見込める。

農水省はこのほど、今年２月に行っ
た「国内外における農業資材の供給の
状況に関する調査」の結果を公表した。
良質かつ低価格な農業資材調達の参
考となるよう、農家が普段利用してい
る資材販売店などを対象に価格調査を
行ったもの。調査は今年で３回目。全
国４３０店舗から回答を得た。対象は、肥
料（１１銘柄）、農薬（２１
銘柄）、被覆資材（７
仕様）、段ボール（２
種類）、農業用ハウ
ス（３規格）など。
肥料は、同一の成分または銘柄でも、
最小価格と最大価格の差が約２～４倍
あった。２０kg当たりの価格差が最も大
きいのは、単肥で「石灰窒素（粒）」
の３０４３円（平均価格３３７０円）、化成肥料
で「一般高度化成（１６-１６-１６）」の２４９１
円（同２４０９円）だった。
同様に、農薬は約２～３倍の価格差。

差の大きい銘柄をみると、
除草剤は「グルホシネート
液剤１８．５％（５L）」が７９４２
円（同１万７３２０円）、殺虫剤
は「エマメクチン安息香酸
塩乳剤１％（５００㎖）」が７１０９
円（同１万６６１円）、殺菌剤
は「ベノミル水和剤５０％

（５００g）」が３９３１円（同４８８５円）だった。
被覆資材は約３～６倍。特に、「露
地トンネル被覆用資材（無色、ポリ塩
化ビニル、幅１８５㎝×長さ１００ｍ）」で
１万７６３３円（同１万１８１９円）と最も差が
大きい。段ボール（１０kg用）は約２～
３倍だった。農業用ハウス関連では、
「パイプハウス（PO 張り：２．７ａ、３

ａ、３．６ａ）」でいずれ
も約４倍、「直管パイ
プ（１０本セット、直
径２２㎜×長さ５．５
ｍ）」で約３倍の価格

差があった。
同省は、一部店舗への聞き取りも
行った。低価格で販売している店で
は、早期・大量発注を行っている、
地域に競合店が多いなどの理由があ
った。高価格な店では、少ない注文
のために小ロットで取り寄せている
といった状況がうかがえた（表）。

野菜共通の害虫である「ハスモンヨ
トウ」の被害が広がっており、病害虫

防除所から注意報が出されている県も
ある。主にトマト、イチゴ、キュウリ、
ネギ、ハクサイなどが狙われる。ほ場
内の発生状況に注意を向けて、早めの
防除を実施してほしい。
一般的に、発生は１０月がピークで、

１１月中旬まで続くとされている。例年
より高い気温で推移すれば、発生が長
引く恐れがある。気温が下がってくる
と、ハウス内に侵入して食害する。そ
のままハウス内で越冬し、翌年の春先
から活動を始める場合もある。
若齢幼虫は葉裏に密集する性質があ
り、薬剤を使わずにまとめて捕殺が可
能。老齢になるにつれて、薬剤は効き
にくくなる。ほ場観察による早期発見

ら ん か い

に努め、葉裏に産み付けられた卵塊の
除去、分散前の寄生葉の摘み取りで対
処する。
成虫は次々と飛来して産卵する。ほ
場周辺の雑草が発生源となりやすいた
め、除草などの管理を徹底する。成虫
のハウスへの侵入阻止には、開口部や
出入り口への防虫ネット（目合い４～
５㎜）の展張が有効とされている。植
物以外にも、施設のパイプやネットな
どの資材に産卵することもあるので注
意を払う。

低価格で販売されている事例での工夫・理由
○独自に価格調査を行った上で卸値を交渉し、価格設定を行っている
○入札による調達を行い、仕入れ価格を抑えている
○地域に競合する販売店が多い
○ネットで販売されている価格に合わせて、価格を設定している

高価格で販売されている理由

○少数の農家からの依頼のために、小ロットで個別に発注している
○ほとんど注文はないが、品揃えのため最低限度購入・販売している
○流通などの問題で、地域の競合店も同じ価格

（農水省の資料を基に作成）

ハウス内、「温度ムラなく管理」が重要ハウス内、「温度ムラなく管理」が重要
カ
ン
キ
ツ
類
、障
害
果
混
入
に
注
意

冬前に寒害対策を

異
常
低
温
予
想
時
は
事
前
に
収
穫

各地で被害、単独作業控える
農地でのクマ出没に注意

ハスモンヨトウ多発
１１月中旬まで警戒

肥料・農薬な
ど 同一銘柄で価格差２倍以上

農水省の農業資材供給状況調査
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暑さが落ち着いてきて牛にとっては
過ごしやすい季節となった。しかし、
１１月末までは農場内でサシバエの発生
がみられる。
乳牛は、刺される痛みがストレスと
なり、乳量や増体量の低下など経済的
被害を受ける。さらに同虫は、吸血に
よって伝染性疾病を媒介する。被害防
止に重要な点を確認したい。
涼しくなり送風がなくなると、牛に

寄り付きやすい。被害を受けている牛
は、落ち着きがなくなり、尻尾を振り
回す回数が増える。
サシバエは４㎞程度の距離を飛行す
ることができ、牛舎内で発生するもの
だけでなく、周辺の雑草地や堆肥舎か
らも侵入してくる。対策のため、周辺
の草刈りを行う。また、牛舎出入り口
や窓に防虫ネット（目合い２㎜以下）
の設置を継続する。

牛舎内では、９０～１２０㎝の低い位置を
飛んでいるため、その高さに電撃殺虫
器を数個設置することも有効。設置場
所は、牛舎と外の境界部分や牛舎内の
空気の淀んでいる場所とする。
ただし、数が多くなった後に飛んで
いる成虫に殺虫剤を吹き付けても、一
時的に数を減らすだけで効果は薄い。
幼虫（ウジ）の間に対処することが最
も効率的な対策となる。

壁際や隅に注意

ふん尿、敷料、飼料箱、水飲み場、
堆肥舎などが幼虫の発生場所となる。
こまめな除ふんや残飼の清掃を行って
いる場所には、基本的に発生しない。

しかし、水分が多く、牛に踏まれに
くいような場所は発生源となりやす
い。牛舎の壁際や隅に固まったふんは、
見落としがちである。バーンクリーナ
ーやスクレーバーでは取り除けないふ
んにも注意する。
堆肥舎など発生源の除去が困難な場
所には、IGR剤（成長抑制剤）や殺虫
剤の散布を行う。効きにくくなること
を防ぐため、異なる系統のローテーシ
ョン散布を心がける。

さなぎ

蛹の状態で越冬し、翌年の春先に発
生し始める。蛹に薬剤は効きにくいた
め、見つけたら踏み潰す。幼虫の発生
源近くの乾燥した場所に発生すること
が多いので注意する。

豚熱やアフリカ豚熱などの伝染性疾
病の侵入リスクは依然として高い状況
が続く。侵入を抑えるため、なるべく
飼養豚を外部と接触させないような技
術の開発が望まれている。
本紙７４１号で、獣医師が生産現場にて
行う胚（受精卵）移植の方法をまとめ
た「豚子宮体部胚移植マニュアル」
｛（独）家畜改良センター｝を紹介し
た。一方、胚移植では受胎率及び分娩
率が低いという課題があった。
愛知県農業総合試験場は、胚移植の
低い分娩率を改善するため、「追い移
植法」の実証試験を行った。同方法は、
代理母豚（レシピエント）に人工授精
（以下、AI）を行った後、胚移植を行
うというもの（図）。
試験は県内３ヵ所の一般養豚農場に
て、豚子宮体部胚移植で実施。凍結受
精卵は同試験場で作製したものを使用
した。これを移植する代理母豚には、
実証農場で飼養する肉豚生産用雌豚
（F１）延べ１０頭を供試した。移植当日、
同試験場から凍結受精卵を輸送し、１
回当たり約１５個の凍結受精卵を移植し
た。代理母豚のうち４頭は「追い移植」
とし、移植５日前にAIを行った。
その結果、追い移植をした代理母豚
の７５％が分娩に至り、追い移植をしな
かった場合の３３．３％に比べ高い分娩率
となった。また、１９頭の凍結受精卵由
来産子のうち、１３頭は追い移植により
生産された。
一分娩当たりの凍結受精卵由来の産
子数をみると、「追い移植なし」では

平均３．０頭だったのに対し、「追い移植
あり」の場合は平均４．３頭と産子数が増
加。「追い移植あり」の一分娩当たり
の産子数は、AI由来産子も含めると平
均１０．０頭で、自然交配による通常の分
娩とほぼ同等の産子数を確保できた。
以上により、追い移植の効果が実証
できた。生体の導入を伴わないため、
疾病の侵入防止に効果が見込めるとさ
れた。同試験場は、AI由来産子は種豚
と別品種となるものの、産子数増加に
よる経済面での有用性もあるとしてい
る。
移植技術の詳細は、「豚子宮体部胚
移植マニュアル」に記載のある近隣の
試験研究機関に問い合わせを。

冬場の寒冷地では、夜間に水槽の
水面が凍結し、牛が水を飲めないこ
とがある。ヒーターの設置にはコス
トがかかる。
農研機構畜産研究部門（栃木県）
は、断熱資材と空気層を活用した保
温技術に着目し、ペットボトル（以
下「ボトル」）を使った簡易な水槽
凍結防止法を考案した。周年放牧に
おいて、低温時の外気に水を可能な
限り触れさせないことで、凍結を防
ぐというもの。
準備として、一般的な飲料用ボト
ル（５００～６００㎖容量）に、クッショ

じゅう てん

ンなどの充填剤として使われる発泡ス
チロールビーズ（EPSビーズ：直径２
～３㎜）を半量入れ、キャップを締め
る。その後、水槽の水面を覆うようボ
トルを浮かばせる（写真）。
１７年１２月から翌年４月までの間、水
を張った小型コンテナボックスにボト
ルを浮かばせての野外試験を実施し
た。その結果、中身が空だと、ボトル
外底部水温は夜間から明け方にかけて
氷点下となった。全量充填した場合、
空よりもやや高い傾向だったが、外気
温―８℃を下回る時間帯だと氷点下と
なった。半量充填したボトルは、外気
温－８℃を下回る場合でも０．４℃程度
の水温が維持できた。以上により、強
風によるボトルの飛散を防ぐ点から
も、半量充填が適当と考えられた。

同機構は、実際の放牧地に導入して
効果を確認している。放牧地では、ボ
トルを浮かべない場合、ハンマーが必
要な程の厚さの氷ができる。ボトルを
浮かべれば、氷点下でも手で押せば簡
単に割れる程度の厚さに抑えることが
できる。牛は、ボトルを警戒して水を
飲まないということはなく、ボトルを
かき分けて水を飲む。誤って飲み込む
事故もない。発泡スチロールビーズは、
ネット通販などで入手できる。

愛知県農業総合試験場の資料より

農水省と（一財）畜産環境整備機構
は、「２０年度畜産環境シンポジウム」
をウェブ開催した。「堆肥の利用拡大」
「エネルギー利用促進」「環境問題へ
の対応」に焦点を当てて、最新技術や
事例が紹介された。
農林水産政策研究所・浅井真康主任
研究官の「家畜排せつ物のメタン発酵
によるバイオガスエネルギー利用」と
題する発表から重要な点を紹介する。
バイオガス生産システムは、家畜排
せつ物をメタン発酵させて産出したバ
イオガスや消化液を、温水・発電・液
肥に利用する技術。水分率の高いスラ
リー（泥）状のふん尿処理に適してお
り、乳牛と豚での利用が多い。
畜産農家のメリットとなるのは、堆
肥化処理に伴う切り返し作業がなくな
り省力的な点。また、ふん尿の適切な
貯留による地下水・河川の汚染を防止
することができる。
個々の農家が畜舎に隣接した処理施
設を所有する「個別型方式」として、

０３年に一部地域での導入が始まった。
この方式は、施設の運転管理や搬入・
搬出などの作業が発生することが課題
となっている。
これに対して、農協や行政が主導す
る公共性の高い処理施設を用いた「集
中型方式」がある。その優良事例とし
て、富士開拓農協（静岡県富士宮市）
の取り組みが紹介された。同地域では、
牧草地面積に対して飼養頭数が過密
で、乳牛ふん尿による地下水汚染が心
配されていた。１６年から環境省のモデ
ル事業として、バイオガスプラントを
導入。中小規模農家も巻き込んだ革新
的な取り組みとなっている。
モデル事業により、ふん尿の処理軽
減、液肥の地域還元という効果が得ら
れた。課題として、施設の安定した運
営には、売電・処分料・液肥の安定販
売という「収入源の多様化」が不可欠
という点が指摘された。関係する事業
者は多岐に渡る。普及に際して、それ
らを束ねることが必須としている。

写真提供：農研機構畜産研究部門

発生源は水分多く、踏まれにくい場所発生源は水分多く、踏まれにくい場所
１１月末までサシバエ対策を

愛知県農業総合試験場 ２０年度畜産環境シンポジウム
受精卵移植の分娩率を改善 富士開拓の「バイオガス」事例を紹介

家畜排せつ物のエネルギー利用で豚で「追い移植法」を実証

ペットボトルとビーズで
冬場の水槽凍結防止
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すきま風にも注意

長引いた暑さから急に寒くなり、牛
も体調に変調をきたしやすくなってい
る。特に子牛は、体重当たりの表面積
が大きく熱を奪われやすい。また、体
脂肪が少ない、被毛が薄い、第一胃が
未発達などの理由から寒さに弱い。体
温が１度下がると体を元気に保つ「生
理活性」の力が１３％落ちると言われて
いるため、日々よく個体観察すること
が重要となる。
また、肥育牛も子牛ほどではないが、

寒さの影響を受けるため注意を要す
る。対策を総合的に行い、病気や発育
の停滞を防止することが重要となる。
■換気を忘れずに
寒い時期には窓などを密閉しがちだ
が、換気が不足すると牛舎内にふん尿
によるアンモニアなどの有毒なガスや
ホコリがこもる。牛舎に入った時に目
がチカチカする場合、病気が発生しや
すい環境の危険信号。喉の粘膜が傷つ
けられ呼吸器病などの原因となるた

め、入り口や窓を開けたり、換気扇を
回し、朝・夕方の２回など時間を決め
て必ず換気を行う。
■清潔な環境を保つ
密閉された環境では、湿度が上昇し
結露が発生しやすくなる。敷料が湿る
ことで汚れたり、牛体が濡れやすくな
る。急激に体温を奪う原因となるため、
乾燥した敷料を厚めに敷き、床からの
冷気を遮断する。
また、病原体侵入防止のため、踏み
込み消毒槽を牛舎の出入り口に必ず設
置し、消毒液が汚れたらすぐに交換し
ておく。
■保温を徹底
すきま風は牛体を冷やし、大きなス
トレスとなる。換気とのバランスを考

えつつ、板やシート、コンパネやカー
テンなどで、カーフハッチや牛舎のす
きまを埋める。また、カーフジャケッ
トや赤外線ヒーターなどを活用し、保
温に努める。使い古しの毛布やアルミ
シートを体に巻くことも有効。
■栄養・水をしっかり摂らせる
寒い時期には体温維持に多くのエネ
ルギーを使うため、ミルクを増給する
などの対策をする。温水の給与も有効。
肥育牛は寒さに強いと言われている
が、冬場は水が凍ってしまい飲めない
ことがあるため、よく確認する。
食欲があるか、挙動不審でないか、
毛づやがあるかなど、いつもと違った
様子がないかを日々よく観察し、冬場
のトラブルを防止したい。

牛伝染性リンパ腫（旧名称 : 牛白血
病）は、ウイルス感染による地方病型
と原因不明の散発型に分けられる。地

は

方病型ではリンパの腫れ、やせ細る、
元気が無い、食欲不振、眼球突出、下
痢などの症状がみられる。子牛の散発
型では全身のリンパの腫れ・いぼ状の
できもの・胸腺の腫れが出る。感染し
ても多くの牛が無症状のため、生産者
が気付かないことが多い。
と畜場で発見されると全廃棄となり
非常に大きな損失となる。この病気に
有効なワクチンは無く、発症後の有効
な治療法も無いため、可能な限り予防

に努め、飼養段階で発見することが重
要となる。
吸血昆虫の侵入防止
ウイルスに感染した血液や分泌物な
どが体内に入ることで感染が拡がる。
アブやサシバエなどの吸血昆虫の侵入
防止が重要となるため、これを最優先
で取り組む。牛舎の入り口や窓などを、
通常の防虫ネットでも可能だが、出来
る限り忌避剤入りのネットで覆うこと
が有効。忌避剤の効果は通常１年のた
め、定期的に交換することが大切とな
る。同時に、虫の数を減らすことも重
要となるため、牛舎にアブトラップな

どを設置し、発生源への薬剤
散布も行う。
感染牛からの感染を防止
去勢器具、除角器具、注射
器などで作業をする際、出血
が感染拡大の原因になること
があるため、器具の使い回し
はせず、１頭ごとに洗浄・消
毒する。
近年では肥育牛の感染も増
えているため、対策が必要。農水省の
「牛白血病に関する衛生対策ガイドラ
イン」（１５年）に基づいて衛生対策を
徹底する。
なお家畜伝染病予防法の改正に伴

い、７月１日から家畜伝染病及び届出
伝染病の名称が変更となった。家畜伝

染病では結核病が「結核」となり、水
胞性口炎が「水疱性口内炎」などと変
更になった。届出伝染病では、牛白血
病が「牛伝染性リンパ腫」となったほ
か、牛ウイルス性下痢・粘膜病が「牛
ウイルス性下痢」、牛丘疹性口炎が「牛
丘疹性口内炎」などと変更された。

（一社）日本家畜人工授精師協会はこ
のほど、「乳用牛への黒毛和種の交配状
況について（２０年４～６月）」を公表し
た。黒毛和種を交配した割合は、全国
で３７．６％（前期比０．８㌽減、前年同期比
２．４㌽増）と、５期連続で３５％を超えた。
延べ人工授精頭数が全国の８割以上
を占める北海道では、２６．６％（０．６㌽減、
２．９㌽増）と、４期連続で２５％を超えて
おり、都府県は５１．１％（１．０㌽減、１．４㌽
増）で４期連続で５割を超えている。

地域別にみると、授精頭数の多い関東
が５３．８％（０．５㌽減、２．６㌽増）、東北が
３８．９％（１．５㌽減、１．６㌽減）などとなっ
ている。
なお、延べ人工授精頭数は、北海道
が２４万９００１頭（０．５％減、２．１％増）、都
府県で５万１６５７頭（１０．１％減、２．９％減）
だった。
性選別精液の利用割合は、全国で

１８．２％（１．０㌽増、０．９㌽増）と上昇して
いる。

農畜産業振興機構はこのほど、２０年
８月販売分の肉用牛肥育経営安定交付
金制度（牛マルキン）の交付
金単価（概算払）を公表した。
新型コロナウイルス収束のめ
どが立たないことなどによ
り、販売価格の低迷が続いて
いることから、交雑種は７ヵ月連続、
乳用種は５０ヵ月連続の発動となった。

１頭当たりの交付金単価は交雑種が
１４万９０７６．５円、乳用種が４万７６１６．８円。

前月に比べて交雑種は販売価
格が上昇したことで２万
７３１１．４円減り、乳用種は素畜
費の上昇により１万２５８５．６円
増えた。積立金が不足する都

道府県では、国費分のみ（４分の３相
当額）の支払いとなる。

農水省はこのほど、「品目横断的
販売促進緊急対策事業」で、「おう
ち焼肉」の推進を呼びかけている。
新型コロナウイルス感染拡大の影
響による外出の自粛や輸出の停滞な
どから、在庫が滞留したり売上げが
減少している品目の生産者を応援す
ることが目的の事業。
対象品目は、牛肉では交
雑種・黒毛和種などの一次
産品（冷蔵、冷凍品、スラ
イス、カット品含む）や、
一次産品を補う食料品に添
付されるもの（タレ、ポン
酢など）が対象となってい
る（加工品は対象外）。こ
のほかに茶やジビエ（野生
鳥獣の肉）なども含まれ、
確実な消費に結び付くよう
後押しが行われる。
事業内容のうち、生産者に特に関
わりの大きいものは２事業で、①イ
ンターネットサイトでの一般消費者
に向けた専用サイトの設置と送料の
補助による購入の喚起を行う。また、
「おうち焼肉」の特集を組み、毎月
２９日を自宅で国産食材を使った焼肉

の日として推進。
「イタリアンサラ
ダ焼肉」など、プ
ロの料理人による
焼肉の提案を消費
者へインターネッ
トで紹介、消費者による情報発信も呼

びかける。②飲食店限定で補
助を行うことにより通常販売
価格よりも安価に購入できる
サイトを設置し、全国の生産
者が掲載料無料で販売するこ
とができる―などの事業とな
っている。トレードマークの
キャラクターでアピールして
いる（図）。
各事業はそれぞれ参加可能
期限が異なるため、興味があ
る場合には早めに同省ホーム
ページをチェックし、参加申

し込みをする必要がある。「#元気いた
だきますプロジェクト」と同省ホーム
ページで検索すると、同事業のページ
に移動することができる。
生産者の努力が無駄にならないよ

う、消費が後押しされ、一刻も早く状
況が回復することが望まれる。

プロジェクト
（農水省）

牛体を清潔に保つ

子牛の寒さ対策

牛伝染性リンパ腫が増加傾向
防虫ネットなど活用し予防を

黒毛和種交配３７．６％で横ばい乳
用
牛 性選別精液利用割合の増加続く

「
お
う
ち
焼
肉
」な
ど
推
進
し
生
産
者
応
援

農
水
省
「
♯
元
気
い
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だ

き
ま
す
プ
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ジ
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ト
」

交雑種、乳用
種は連続発動
牛マルキン８月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

コロナ禍でも消
費が上向き、強
含みの展開か

９月は新型コロナウイルス感染拡大
の影響で、外食やホテル向け需要は引
き続き鈍かったが、家庭内食需要でス
ーパー向けは好調だった。各品種の相
場は、依然として前年同月を下回って
いるものの、底堅く推移した。
【乳去勢】９月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は８３８円（前年同月比８６％）
となり、前月に比べ４９円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１０月の乳用種の全国出荷頭数は３
万頭（９８％）と減少基調が続くと見込
んでいる。
【Ｆ１去勢】９月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１３３４円（前年同月比８３％）、Ｂ２は
１１７２円（７９％）となった。前月に比べ
それぞれ４８円、５４円下げた。前月の上
伸から小幅に下げた。
同機構は、１０月の交雑種の全国出荷
頭数を１万９８００頭（９８％）と減少基調
が続くと予測している。
【和去勢】９月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２１００
円（前年同月比８７％）､Ａ３は１９０９円
（８８％）となった。前月に比べそれぞ
れ６１円、８０円上げた。
同機構は１０月の和牛の全国出荷頭数
を４万１００頭（１０４％）と、引き続き前年
を上回ると予測している。全体の出荷

頭数は９万１５００頭（１０１％）と、前年同
月をわずかに上回ると見込んでいる。
１０月の輸入量は総量で４万８０００ｔ

（８７％）と予測。内訳は冷蔵品２万１４００
ｔ（８４％）、冷凍品２万６６００ｔ（８９％）。

冷蔵品は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響に伴う外
食需要の減退や、豪州の生
産量減少による現地価格の
高騰等から、前年同月をか
なり大きく下回ると予測。
冷凍品も冷蔵品と同様の理
由で、前年同月をかなりの
程度下回ると見込んでい
る。
国産、輸入を合わせた出
回り量は前年同月比１０１％
の見込み。膨らんでいた期
末在庫は同９６％と減少に転
じると見込んでいる。
気温の低下で鍋物需要が
高まる。焼き肉需要も継続

するとみられる。外食需要も徐々にで
はあるが回復している。政府の飲食店
支援事業「Ｇｏ Ｔｏ イート」も始ま
った。その効果で消費が上向くことを
期待したい。相場は総じて強含みの展
開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が８５０～
９００円、Ｆ１去勢Ｂ３が１３００～１４００円、Ｂ
２は１１５０～１２５０円、和牛去勢Ａ４が
２１００～２２００円、Ａ３は１８５０～１９５０円で
の相場展開か。

内食需要堅調も
出荷頭数増加で
軟調な展開か

９月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が６２１円（前年同月比
１１２％）、中物は５８８円（１１２％）となっ
た。前月に比べそれぞれ１３円、２５円下
げたものの、引き続き家庭内食需要が
堅調だったことから、底堅い展開とな
った。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１０月は１４８万８千頭（前年同月比
１０２％、過去５年同月平均比１０３％）、
１１月は１４４万１千頭（１０２％、９９％）と両
月とも前年比増を見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の輸入量は総量で７万１５００ｔ

（前年同月比８５％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万３０００ｔ（９０％）、冷凍品３
万８５００ｔ（８２％）。冷蔵品は北米の供
給減に加え、新型コロナウイルス感染
症の影響で買い付け時の国内需要が低
調だったこと等から、前年同月をかな
りの程度下回ると予測。冷凍品は前年
同月の輸入量が多かったことから、大
幅に下回ると見込んでいる。
引き続き堅調な内食需要が見込まれ
る一方、出荷頭数が前年を上回って推
移すると予測されている。堅調だった
相場は、軟調な展開となると予想され
る。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５６０～５８０円、
中物は５２０～５４０円での相場展開か。

乳素牛・和子牛
上げの展開、ス
モール小戻すか

【乳素牛】９月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２２万８４８２円（前年同月比１０２％）、Ｆ１去
勢は３７万４９０９円（８３％）となった。前月
に比べそれぞれ７１２４円、５７４円下げた。
両品種とも、ほぼもちあいで推移した。
１１～１２月の牛肉需要期に向けて、肥
育出荷頭数が増えていく。素牛の引き
合いも強まり、両品種とも強含みの展
開が予想される。
【スモール】９月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が８万
７２６５円（前年同月比８４％）、Ｆ１（雄雌

含む）は１５万９１３２円（６２％）となった。
前月に比べそれぞれ１万１９５７円、２万
６２０１円下げた。両品種とも、３ヵ月連
続で値を下げた。
枝肉相場が強まることが予測されて
いる。スモールの購買意欲が高まり、
価格は小戻す展開が予想される。
【和子牛】９月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、６８万
６０８０円（前年同月比８７％）となった。
前月に比べ８４８６円上げた。全国的に上
げ基調となり、４ヵ月連続で前月を上
回った。
和牛の枝肉相場は５月以降、小幅な
がら上昇しており、回復基調にある。
向こう１ヵ月の相場が強含みと予想さ
れており、子牛価格も上げの展開が予
想される。

農水省がこのほど公表した「２０年
産の水田における作付状況（９月１８
日現在）」によると、飼料用米の作
付面積は前年実績から２千 ha 減少
し、７万１千 haとなった。主食用米
からの作付け転換が進まず、３年連
続で前年を下回った。
主食用米の作付面積は１３６万６千

haで、前年実績に比べ１万３千 ha
減少した。一方、転作作物の作付面
積は、飼料用米及び加工用米が減少
したが、米粉用米や備蓄米などは増
加し、合計の面積は増えた。
主食用米の需要量は、毎年約１０万
ｔ減少している。需要に応じた生産
と水田フル活用を推進するため、「水
田活用の直接支払交付金」により、
飼料用米や加工用米、ＷＣＳ（稲発
酵粗飼料）用稲などの生産者に助成
金が交付されている。１５年産におい
て飼料用米の作付面積が大きく増
え、１７年産は９万２千 ha となった

が、翌年以降は減少が続いている。同
省は今年、飼料用米等の取組計画書の
提出期限を６月末から９月１８日まで延
長し、転換を促してきたが、減少は止
まらなかった。なお、ＷＣＳ用稲の２０
年産の作付面積は４万３千 ha で、１６
年産から横ばいで推移している。
新たな食料・農業・農村基本計画で
は、３０年度の飼料用米の生産努力目標
を７０万ｔに設定した（１８年度実績は４３
万ｔ）。実需者である飼料業界などが
求める米需要に応えられるよう、生産
拡大を進めるとし、生産と実需の複数
年契約による長期安定的な取引の拡大
などを推進するとしている。また、飼
料自給率を１８年度の２５％から、３０年度
には３４％とする目標を掲げている。
２０年産の主食用米は、需給緩和によ
る米価下落が懸念されており、国産飼
料の増産のためにも飼料用米及びＷＣ
Ｓ用稲の作付面積の拡大が重要な課題
となっている。

９月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６１８ ５６８ ２９０ ２９０ ２３０，７４３ ２３５，４９８ ７９６ ８１２
Ｆ１去 １，１６７ １，２５５ ３１５ ３１８ ３７０，８５１ ３７２，５５７ １，１７７ １，１７２
和去 １，３１８ ７２５ ３１４ ３１６ ６８２，８６７ ６７６，８３６ ２，１７５ ２，１４２

東 北
乳去 ３ ７ １８９ ２７７ ９５，３３３ ２０１，１４３ ５０５ ７２５
Ｆ１去 ６ １ １８３ ２８０ ２３６，６８３ ２９７，０００ １，２９３ １，０６１
和去 ２，０１２ １，６９３ ３０４ ３０８ ６８０，７９８ ６６２，４８３ ２，２４２ ２，１５１

関 東
乳去 ２２ ５５ ２３７ ２７７ ２１３，２４９ ２６７，１２０ ９００ ９６５
Ｆ１去 １１２ ８９ ３０２ ２９９ ３８４，３８０ ３８３，５２９ １，２７３ １，２８３
和去 ６９９ ９６３ ２６６ ２６８ ６６６，９９５ ６４９，５５５ ２，５０５ ２，４２７

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 １３６ － ２９０ － ７１３，３５８ － ２，４５８ －

東 海
乳去 ８ ８ ２９７ ２８９ ２５３，０００ ２５３，６８７ ８５２ ８７８
Ｆ１去 ５４ ４５ ３０４ ２９３ ３６５，２４０ ３７２，５８１ １，２０１ １，２７０
和去 ４３５ ２５５ ２６０ ２５６ ７１５，１９７ ７０４，８６６ ２，７５４ ２，７５７

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ３６２ １８９ ２６３ ２５９ ６９２，３１９ ６９０，８９８ ２，６３５ ２，６６８

中 四 国
乳去 ６９ ４８ ２６６ ２６４ ２１４，８５０ ２１２，３９１ ８０７ ８０５
Ｆ１去 ２００ ２０６ ３１３ ３１０ ３７０，３４２ ３７４，０２１ １，１８３ １，２０８
和去 ６８８ ５８７ ２９１ ２８７ ７０８，２５４ ６６９，５１２ ２，４３４ ２，３２９

九州・沖縄
乳去 ３２ １６ ２９９ ２８７ ２３１，０３４ ２０６，７９９ ７７２ ７１９
Ｆ１去 ３２５ ３１０ ３０７ ３１５ ３９３，１８７ ３８６，６６４ １，２８１ １，２２６
和去 ８，９６６ ６，８９６ ２９１ ２９１ ６８５，４４６ ６８４，３１２ ２，３５２ ２，３４８

全 国
乳去 ７５２ ７０２ ２８７ ２８７ ２２８，４８２ ２３５，６０６ ７９６ ８２１
Ｆ１去 １，８６４ １，９０６ ３１２ ３１６ ３７４，９０９ ３７５，４８３ １，２０２ １，１８８
和去 １４，６１６ １１，３０８ ２９２ ２９２ ６８６，０８０ ６７７，５９４ ２，３５０ ２，３２１

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

飼料米の作付面積が減少傾向
主食用米からの転換進まず

外
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


